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昆虫の多型現象に生息密度が関与していることは， 既に岸本(1956)がウンカ類で認
めているが， アブラムシの有趨型が高密度条件のもとで現われやすいことについても




























ル(葉面積0.33cm勺 1個につき， それぞれ5，20， 40および60頭ずつ収容した4密度



























第 1表 集合度を一定として飼育虫数をかえた場合の密度効果 (200C，8hrs.) 
飼育虫数 飼育容器 集合度 供試虫総数 有麹型出現率 信額限界(95%) 死虫率
20 中 260 47.76 41.6~54. 。 6.15 
40 中 中 320 52.94 47.0~58.8 15.0 










第 2表 飼育虫数を一定として集合度をかえた場合の密度効果 (2QOC.8hrs.) 
飼育虫数 飼育容器 集合度 供試虫総数 有麹型出現率 信頼限界(95%) 死虫率
40 密 520 60.67 54.4~66.6 20.19 
40 中 中 280 47.50 39.4~52. 5 13.57 


































毎日 5時間ずつ合計15時間，食草から小管瓶 (0.5 x 4. 5cm)に移しかえて絶食させ，そ
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